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一

筆
者
は
、
幕
末
の
詩
僧
、
月
性
（
一
八
一
七
─
一
八
五
八
）
が
二
十
歳
の
時
に
中
島
棕
隠
（
一
七
七
九
─
一
八
五
五
）
に
贈
っ
た
と
い
う

漢
詩
を
例
に
取
り
上
げ
、
月
性
の
漢
詩
集
『
清
狂
遺
稿
』（
上
下
二
巻
）
編
纂
に
内
在
す
る
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る）

1
（

。
大
洲

鐵
然
（
一
八
三
四
─
一
九
〇
二
）
と
天
地
哲
雄
（
？
─
一
九
〇
五
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
こ
の
『
清
狂
遺
稿
』
は
、
月
性
の
漢
詩
集
と
し
て

は
最
も
多
く
の
作
を
収
め
て
お
り
、
し
か
も
今
で
は
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
一
般

の
読
者
が
鑑
賞
す
る
の
に
は
至
っ
て
簡
便
な
通
行
本
で
あ
る
と
い
え
る
。し
か
し
な
が
ら
こ
の
本
は
月
性
が
亡
く
な
っ
た
安
政
五
年（
一

八
五
八
）
か
ら
三
十
四
年
後
の
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
な
っ
て
上
梓
さ
れ
て
お
れ
ば
、
こ
の
本
の
編
者
た
ち
は
い
っ
た
い
ど
こ

か
ら
ど
の
よ
う
な
写
本
を
集
め
て
編
纂
に
当
た
っ
た
の
か
が
大
き
な
関
心
事
と
な
る
。
時
代
の
懸
隔
、写
本
の
入
手
、校
勘
作
業
と
い
っ

た
困
難
が
こ
の
本
の
編
纂
に
は
当
然
の
如
く
纏
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
本
が
た
い
へ
ん
簡
便
な
も
の
で
あ

り
な
が
ら
、
し
か
し
そ
の
編
纂
に
よ
っ
て
読
者
に
誤
解
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
有
り
得
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

月
性
事
蹟
考

─
坂
井
虎
山
と
の
初
め
て
の
出
会
い
の
時
期
に
つ
い
て
─

愛

甲

弘

志
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あ
る
。
月
性
が
中
島
棕
隠
に
贈
っ
た
漢
詩
を
詠
ん
だ
場
所
と
時
期
に
つ
い
て
筆
者
が
再
考
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
清
狂
遺
稿
』
よ
り
も

時
間
的
に
古
い
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
や
『
清
狂
吟
稿
』
な
ど
の
写
本
が
大
い
に
そ
の
拠
り
所
と
な
っ
た
。
本
稿
で
も
こ
れ
ら
月
性
漢
詩

の
写
本
を
大
い
に
活
用
す
る
こ
と
よ
っ
て
、『
清
狂
遺
稿
』
の
編
纂
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
誤
解
の
あ
る
こ
と
を
論
証
し
、
月
性
に
つ
い

て
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
為
に
は
、
今
日
ま
で
残
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
写
本
の
存
在
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
改
め
て
認
識

を
深
め
る
き
っ
か
け
と
し
た
い
。

二

今
回
、
取
り
上
げ
る
の
は
、
月
性
が
広
島
藩
儒
、
坂
井
虎
山
（
一
七
九
八
─
一
八
五
〇
）
に
初
め
て
拝
謁
し
た
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
。

坂
井
虎
山
は
、
名
は
華
、
字
は
公
実
、
通
称
は
百
太
郎
、
虎
山
は
号
で
、
ま
た
臥
虎
山
人
と
も
称
し
た
。
か
つ
て
同
じ
広
島
藩
の
頼
山

陽
（
一
七
八
〇
─
一
八
三
二
）
の
父
、
頼
春
水
（
一
七
四
六
─
一
八
一
六
）
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
後
に
家
塾
百
千
堂
を
開
い
て
、
当
時
、

西
国
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。

そ
の
坂
井
虎
山
に
月
性
は
郷
里
遠
崎
（
山
口
県
柳
井
市
）
か
ら
広
島
ま
で
拝
謁
し
に
行
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
天
保
七
年
（
丙
申
一

八
三
六
）、
月
性
二
十
歳
の
時
と
す
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
大
方
の
見
方
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
に
月
性
の
年
譜
と
し
て
代
表
的
な
立
泉
昭
雄

氏
の
「
贈
正
四
位
月
性
上
人
年
譜
」（『
維
新
の
先
覚
月
性
の
研
究
』
所
収
）
2
（

以
下
「
立
泉
年
譜
」
と
略
記
）
と
海
原
徹
氏
の
「
月
性
略
年
譜
」（『
月

性
』
所
収
）
（
（

以
下
「
海
原
年
譜
」
と
略
記
）
の
関
連
箇
所
を
掲
出
す
る
。
な
お
＊
は
二
つ
の
年
譜
を
収
め
る
書
の
関
連
記
事
。
傍
点
と
※
は

筆
者
に
よ
る
。

　
　

天
保
七
年
（
丙
申
）
一
八
三
六

月
性
二
十
歳
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「
立
泉
年
譜
」（
第
七
頁
）

　
　
　
　

京
都
で
新
年
を
迎
う

　
　
　
　

三
月
、
洗
心
亭
席
上
で
中
島
宗
隠
軒
に
詩
を
賦
し
て
贈
る

　
　
　
　

晩
春
帰
国

　
　
　
　

三
月
二
十
六
日

0

0

0

0

0

0

、
広
島
に
遊
び
初
め
て
坂
井
虎
山
に
謁
し
て
詩
を
賦
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
　
　
　

秋
、
広
島
を
経
て
九
州
に
ゆ
き
佐
賀
市
与
賀
町
善
定
寺
不
及
の
門
に
入
る

　
　
　
「
海
原
年
譜
」（
第
三
二
八
頁
）

新
春
を
京
都
で
迎
え
る
。
（
月
中
島
棕
隠
に
詩
を
示
す
。
３0

・
260
広
島
の
坂
井
虎
山
に
束
脩
を
呈
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
秋
、
佐
賀
遊
学
の

た
め
発
つ
。
11
・
24
日
田
咸
宜
園
に
入
り
客
席
生
と
な
る
。
七
日
間
学
ぶ
。
12
月
初
旬
、
薬
師
寺
村
の
蔵
春
園
を
訪
ね
、
し

ば
ら
く
在
塾
。
12
・
22
蔵
春
園
に
別
れ
を
告
げ
て
発
つ
。
年
末
、
佐
賀
善
定
寺
の
精
居
寮
に
入
る
。

　
　
　
　

＊
『
月
性
年
譜

0

0

0

0

』（
※
「
立
泉
年
譜
」）
が
い
う
よ
う
に

0

0

0

0

0

0

、
天
保
六
年
冬
、
豊
前
か
ら
帰
国
し
、
翌
年

0

0

正
月
に
上
京
、
つ
い
で
春0

ご
ろ
広
島
の
阪
井
虎
山
を
訪
ね
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
ど
し
て
、
そ
の
年
の
秋
佐
賀
の
不
及
門
を
叩
い
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
ろ
う
。

（『
維
新
の
先
覚
月
性
の
研
究
』
海
原
徹
「
教
育
者
と
し
て
の
月
性
」「
二
不
及
師
に
学
ぶ
」
第
一
〇
四
頁
）

　
　
　
　

＊
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
冬
、
恒
遠
塾
を
去
り
、
故
郷
に
帰
っ
た
月
性
は
、
京
都
で
新
年
を
迎
え
て
お
り
、
席
の
暖
ま
る

暇
も
な
く
上
洛
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
三
月
某
日
、
洗
心
亭
席
上
で
中
島
棕そ
う

隠い
ん

に
詩
を
賦
し
て
贈
っ
た
と
い
う
か
ら
、
し

ば
ら
く
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
月
二
六
日

0

0

0

0

0

、
広
島
に
現
れ
た
月
性
は
坂
井
虎
山

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
百
太
郎

0

0

0

）
に
初
め
て
会
い

0

0

0

0

0

0

、

束
脩
の
礼

0

0

0

0

、
す
な
わ
ち
入
学
金
を
納
め
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
広
島
藩
儒
で
後
に
幕
府
講
学
所
教
授
に
挙
げ
ら
れ
た
虎
山
は
、
頼
山
陽
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を
し
て
「
文
中
の
傑
」
と
嘆
ぜ
し
め
た
優
れ
た
学
者
で
あ
り
、
広
島
城
下
、
今
の
的ま
と

場ば

町
に
あ
っ
た
自
宅
の
塾
舎
、
百
千

堂
は
諸
国
か
ら
そ
の
盛
名
を
慕
っ
て
来
る
遊
学
者
で
溢
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
月
性
も
そ
の
一
人
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

虎
山
の
許
に
ど
れ
く
ら
い
留
ま
っ
て
い
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
い
っ
た
ん
遠
崎
村
に
帰
り
、
天
保
七
年
秋
、
佐

賀
善
定
寺
を
め
ざ
し
て
発
っ
た
。（『
月
性
』「
第
二
章
諸
国
修
行
の
旅
」「
2
不
及
の
精
居
寮
へ
」「
宗
乗
を
学
ぶ
」
第
三
〇
頁
）

こ
れ
ら
二
つ
の
年
譜
が
、天
保
七
年
（
丙
申
一
八
三
六
）
に
月
性
が
坂
井
虎
山
に
初
め
て
拝
謁
し
た
と
す
る
の
は
拠
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
清
狂
遺
稿
』
巻
之
上
の
第
16
首
（
第
五
葉
裏
）「
晩
春
廿
又
六
日

0

0

0

0

0

0

、
洋
峩
亭
東
窓
下
殘
眠
未
覺
、
鷗
村
俄

呼
催
廣
陵
遊

0

0

0

。
倉
卒
上
舟

0

0

0

0

、
賦
此
詩
備
遺
忘
（
晩
春
廿
又
六
日
、
洋
峨
亭
の
東
窓
下
に
残
眠
未
だ
覚
め
ざ
る
に
、
鷗
村
俄に

わ
か

に
呼
び
て
広
陵
〔
広
島
〕

の
遊
を
催
す
。
倉
卒
に
舟
に
上
り
、
此
の
詩
を
賦
し
て
遺
忘
に
備
う
）」
と
い
う
詩
に
は
じ
ま
る
一
連
の
作
品
に
拠
る
。
こ
の
詩
は
、
山
口
県
柳

井
市
の
月
性
展
示
館
所
蔵
で
標
題
を
『
虎
山
醒
窓
二
家
批
評
未
定
清
狂
吟
稿
巻
之
三
』
と
記
す
写
本
中
の
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三

の
第
2（
首
め
に
も
見
ら
れ
、
そ
れ
に
は
「
晩
春
念
六
之
暁

0

0

0

0

0

0

、
洋
峨
亭
東
窓
下
春
眠
未
覺
曉
夢
猶
迷
。
友
人
鷗
村
俄
呼
閒
枕
之
夢
■
（
虫

喰
い
）
廣
陵
遊

0

0

0

、
倉
卒
旅
装
上
舟

0

0

0

0

0

0

、
戯
賦
一
絶
以
備
他
日
遺
忘
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
種
の
詩
題
か
ら
、
三
月
二
十
六
日
の
早
暁
、

〈
洋
峨
亭
〉
と
い
う
と
こ
ろ
で
ま
だ
眠
り
の
中
に
あ
っ
た
月
性
が
突
然
、
友
人
の
〈
鷗
村
〉
な
る
者
に
広
島
行
き
を
誘
わ
れ
て
あ
た
ふ

た
と
舟
に
乗
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
詩
の
内
容
は
坂
井
虎
山
に
拝
謁
し
に
行
く
の
だ
と
い
う
意
気
込
み
ど
こ
ろ

か
広
島
（
揚
州
・
廣
陵
）
で
の
佚
遊
を
期
待
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

十
里
珠
簾
月
滿
樓　
　

十
里
の
珠
簾

月

楼
に
満
つ

　
　

分
明
昨
夜
上
楊マ

マ

州　
　

分
明
た
り

昨
夜

揚
州
に
上
る

　
　

欲
尋
閑
枕
一
塲
梦　
　

閑
枕
一
場
の
夢
を
尋
ね
ん
と
欲
し
て

　
　

更
作
廣
陵
三
日
遊　
　

更
に
作な

す
広
陵
三
日
の
遊
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こ
の
広
島
行
き
を
誘
っ
た
〈
鷗
村
〉
な
る
人
物
が
誰
だ
と
は
し
か
と
確
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
月
性

と
は
昵
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
秋
元
家
の
人
間
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
こ
の
名
前
に
あ
る
。
月
性
に

は
他
に
天
保
十
一
年
（
庚
子
一
八
四
〇
）
年
末
の
作
で
、「
冬
杪
臥
病
、
次
韻
某
上
人
近
製
以
似
秋
鷗
村

0

0

0

。
鷗
村

0

0

時
病
痳
、
故
七
八
及
之

（
冬
杪
病
に
臥
し
、
某
上
人
の
近
製
に
次
韻
し
以
て
秋
鷗
村
に
似あ

た

う
。
鷗
村
時
に
痳
に
病
み
、
故
に
七
八
之
に
及
べ
り
）」（『
清
狂
遺
稿
』
巻
之
上
第
81
首

第
二
十
葉
表
）
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
〈
秋
鷗
村
〉
と
い
う
名
か
ら
、
こ
の
人
物
が
秋
元
家
に
よ
り
近
づ
く
と
み
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
秋
元
家
は
柳
井
遠
崎
の
鍵
屋
と
い
う
か
な
り
有
力
な
俵
物
下
請
問
屋
で
あ
り
、
村
の
大
庄
屋
で
も
あ
っ
た
。
主
人
は
代
々

茂
次
右
衛
門
を
襲
名
し
て
お
り
、
月
性
が
住
む
妙
円
寺
前
の
街
道
を
挟
ん
だ
す
ぐ
目
の
前
に
家
が
あ
っ
た）

4
（

。
月
性
の
竹
馬
の
友
で
一
歳

年
下
の
秋
元
政
徳
（
一
八
一
八
─
一
八
九
三
後
に
稲
彦
と
改
名
）
は
、
こ
の
鍵
屋
の
惣
領
息
子
で
、『
清
狂
遺
稿
』
及
び
『
清
狂
吟
稿
』（
山

口
県
萩
市
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
所
蔵
）
の
冒
頭
に
詠
ま
れ
る
「
寄
懷
秋
晩
香

0

0

0

（
懐
い
を
秋
晩
香
に
寄
す
）」
四
首
を
贈
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。

こ
の
〈
秋
晩
香
〉
の
〈
晩
香
〉
は
秋
元
政
徳
の
号
で
あ
り
、〈
秋
〉
は
〈
秋
鷗
村
〉
と
同
じ
く
中
国
風
に
姓
が
一
字
に
つ
づ
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
連
作
詩
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）、既
に
九
州
は
豊
前
の
蔵
春
園
（
福
岡
県
豊
前
市
薬
師
寺
）
で
恒
遠
醒
窓
（
一

八
〇
三
─
一
八
六
一
）
に
師
事
し
て
い
た
十
七
歳
の
月
性
が
幼
な
じ
み
の
秋
元
政
徳
（
晩
香
）
に
対
し
て
遠
崎
で
く
す
ぶ
っ
て
お
ら
ず
こ

こ
に
来
る
よ
う
に
と
誘
っ
た
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
月
性
の
誘
い
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
翌
年
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
四
月

四
日
の
こ
と
と
し
て
、
蔵
園
春
の
門
人
帳
に
秋
元
晩
香
の
入
門
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が）

（
（

、
筆
者
は
そ
の
門
人
帳
は
未
見
）
6
（

。
秋
元
家

の
墓
は
柳
井
市
遠
崎
の
浄
土
宗
長
命
寺
境
内
に
も
あ
る
が
、
本
家
の
墓
は
そ
こ
か
ら
少
し
離
れ
た
墓
地
に
あ
り
、
秋
元
政
徳
（
晩
香
）

の
墓
も
そ
こ
に
あ
る
。
そ
の
墓
誌
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
　

晩
香
堂
仁
誉
薫
應
政
德
居
士

　
　

俗
称
秋
元
茂
次
右
ヱ
門
政
德
後
改
稲
彦
行
年
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明
治
廿
六
年
九
月
十
三
日
卒

七
十
六
才

ま
た
月
性
展
示
館
に
は
『
翰
墨
因
縁
自
丙
申

至
辛
丑

』
な
る
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
文
の
多
く
は
月
性
に

贈
ら
れ
た
他
人
の
作
で
あ
る
が
、
筆
蹟
は
月
性
の
も
の
と
覚
し
い
。
た
だ
標
題
は
別
人
の
筆
、
さ
ら
に
ま
た
別
人
の
筆
に
な
る
の
か
左

上
に
小
さ
く
薄
く
〈
鷗
村
所
貺
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
月
性
、
或
い
は
妙
円
寺
と
こ
の
〈
鷗
村
〉
と
の
近
し
さ
が
知
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
、〈
鷗
村
〉
が
、秋
元
家
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
、月
性
が
泊
ま
っ
て
い
た
〈
洋
峨
亭
〉
が
秋
元
家
の
所
有
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
亭
閣
に
つ
い
て
は
月
性
や
秋
元
政
徳
（
晩
香
）
が
籍
を
置
い
て
い
た
豊
前
の
蔵
春
園
で
も
隨
分
と
話
題

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
月
性
の
師
、
恒
遠
醒
窓
に
も
、「
寄
題
防
州
秋
元
氏
洋
峨
亭
（
防
州
秋
元
氏
の
洋
峨
亭
に
寄
題
す
）」
の
七
律
詩

が
『
遠
帆
楼
詩
鈔
』
第
一
集
巻
之
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る）

（
（

。
こ
の
巻
之
三
は
天
保
己
亥
か
ら
壬
寅
ま
で
の
漢
詩
を
収
め
、
こ
の
詩
の
後

に
「
庚
子
除
日
」
詩
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
の
詩
は
天
保
十
年
（
己
亥
一
八
三
九
）
か
ら
翌
天
保
十
一
年
（
庚
子
一
八
四
〇
）
ま
で
の
作

と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、〈
洋
峨
亭
〉
が
天
保
十
・
十
一
年
頃
以
降
に
は
存
在
し
て
い
た
、
む
し
ろ
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
判
ら

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
醒
窓
以
外
に
も
月
性
（
こ
の
頃
は
烟
溪
と
も
号
す
）
と
鳳
徳
な
る
者
が
同
学

の
漢
詩
を
選
ん
で
編
ん
だ
『
自
遠
館
同
韵
詩
集
』（
求
菩
提
資
料
館
所
蔵
「
蔵
春
園
資
料
目
録
」
二
三
六
）
に
も
大
林
の
「
洋
峨
亭
」
詩
と
覚

融
の
「
洋
峨
亭
」
詩
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
ま
ず
実
景
を
前
に
し
て
の
作
詩
で
は
な
い
で
あ
ろ
う）

8
（

。
こ
こ
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き

は
、
恒
遠
醒
窓
が
七
律
詩
以
外
に
「
洋
峨
亭
記
」
も
作
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
山
口
文
書
館
蔵
吉
田
樟
堂
文
庫
「
月
性
師
事
蹟
資
料

一
」
に
こ
の
「
洋
峨
亭
記
」
の
書
写
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
た
だ
吉
田
樟
堂
氏
が
拠
っ
た
と
記
す
『
醒
窓
遺
稿
』
な
る
も
の
の
所
在
は

不
明
で
あ
る）

9
（

。
月
性
展
示
館
所
蔵
品
に
も
「
恒
遠
醒
窓
詩
集
（
写
）」
と
し
て
原
稿
用
紙
に
ペ
ン
書
き
の
「
洋
峨
亭
記
」
が
あ
る
が
、

両
者
に
は
時
に
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
い
ま
こ
こ
に
「
月
性
師
事
蹟
資
料
一
」
の
「
洋
峨
亭
記
」
の
冒
頭
部
分
を
掲
げ
る
と
次
の
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通
り
。周

之
地
、
背
山
面
海
、
其
勝
遠
碕
爲
最
也
。
北
有
琴
山
、
南
有
皷
海
。
海
絶
而
爲
豫
山
、
翠
鬟
青
螺
、
髣
髴
乎
雲
霧
間
、
碕
之
東

有
邱
、
繞
邱
而
茂
木
生
焉
。
竒
石
幽
草
、
羅
列
其
內
者
、
殆
不
可
數
也
。

縣
吏
秋
元
政
盈
、
作
亭
于
邱
上
、
名
以
洋
峨
、
徵
記
於
余
。
蓋
取
伯
牙
與
鐘
子
期
之
事
也
。
余
曰
、
善
哉
、
秋
元
氏
之
名
亭
也

…
…

周
の
地
は
、
山
を
背
に
海
に
面
し
、
其
の
勝
は
遠
碕
に
最
た
る
な
り
。
北
に
琴
山
有
り
、
南
に
鼓
海
有
り
。
海
絶へ
だ

た
り
て
豫
山
た

り
て
、
翠
鬟
青
螺
、
雲
霧
の
間
に
髣
髴
た
り
。
碕
の
東
に
邱
有
り
、
邱
を
繞
り
て
茂
木
生
ず
。
奇
石
幽
草
、
其
の
内
に
羅
列
す
る

者
、
殆
ど
数
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

県
吏
秋
元
政
盈
、
亭
を
邱
の
上
に
作
り
、
名
づ
く
る
に
洋
峨
を
以
て
し
、
記
を
余
に
徴も
と

む
。
蓋
し
伯
牙
と
鍾
子
期
の
事
に
取
る
な

り
。
余
曰
く
、
善
き
か
な
、
秋
元
氏
の
亭
に
名
づ
く
る
や
…
…

遠
崎
の
東
の
丘
に
あ
っ
た
と
記
す
〈
洋
峨
亭
〉
は
、
今
や
そ
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
秋
元
政
盈
な
る
者
が
こ
れ
を
作
っ
た
と
い

う
。
恒
遠
醒
窓
は
こ
の
〈
洋
峨
亭
〉
に
つ
い
て
の
記
文
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
当
然
、
醒
窓

の
門
人
で
あ
っ
た
秋
元
政
徳
（
晩
香
）、
或
い
は
月
性
が
介
在
し
て
い
よ
う
。
醒
窓
は
、
こ
の
〈
洋
峨
亭
〉
の
名
前
の
由
来
が
、
琴
の
名

手
伯
牙
が
高
い
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
琴
を
奏
で
る
と
、
鍾
子
期
が
〈
善
哉
、
峩
峩

0

0

兮
若
泰
山
（
善
き
か
な
、
峩
峩
と
し
て
泰
山
の
若
し
）〉

と
評
し
、
ま
た
流
れ
る
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
奏
で
る
と
、
ま
た
〈
善
哉
、
洋
洋

0

0

兮
若
江
河
（
善
き
か
な
、
洋
洋
と
し
て
江
河
の
若
し
）〉
と

評
し
、
伯
牙
の
心
の
内
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
い
う
い
わ
ゆ
る
知
音
の
話
（『
列
子
』）
に
基
づ
く
と
み
る
が
、〈
県
吏
（
中
国
的
言
い
回

し
で
、
地
方
の
役
人
の
こ
と
。
大
庄
屋
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
）〉
を
し
て
い
た
と
い
う
秋
元
政
盈
が
遠
崎
の
琴
山
（
琴
石
山
）
を
背
に

鼓
海
を
前
に
作
ら
れ
た
別
荘
を
こ
の
よ
う
に
命
名
す
る
の
は
そ
の
人
と
な
り
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
ま
る
で
見
て
き
た
か
の
よ
う
に
讃
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え
る
。
し
か
し
恒
遠
醒
窓
が
直
接
こ
こ
を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
は
見
い
出
せ
な
い
し
、
そ
も
そ
も
前
述
の
醒
窓
の
七
律
詩
が
寄
題
詩
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
も
ま
た
秋
元
政
徳
（
晩
香
）
や
月
性
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
だ
け
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
嘉

永
四
年
（
辛
亥
一
八
五
一
）、
秋
元
稲
村
な
る
人
物
の
還
暦
を
寿
ぐ
た
め
に
、
篠
崎
小
竹
（
一
七
八
一
─
一
八
五
一
）・
篠
崎
竹
陰
（
一
八
〇

三
─
一
八
五
八
）・
後
藤
松
陰
（
一
七
九
七
─
一
八
六
四
）・
草
場
珮
川
（
一
七
八
七
─
一
八
六
四
）・
廣
瀬
旭
莊
（
一
八
〇
七
─
一
八
六
四
）・
斎
藤

拙
堂
（
一
七
九
七
─
一
八
六
五
）
と
い
っ
た
当
代
き
っ
て
の
文
人
た
ち
が
書
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
月
性
を
通
じ
て
の
秋
元
政
徳
（
晩
香
）

の
請
託
に
違
い
な
い
と
い
う
の
は
、
こ
の
稲
村
こ
そ
は
、
明
治
四
年
（
辛
未
一
八
四
一
）
に
八
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
柳
井
市
遠
崎

に
あ
る
墓
の
墓
誌
に
記
す
秋
元
政
盈
（
生
年
は
嘉
永
五
年
癸
丑
歳
一
七
九
三
）、
つ
ま
り
政
徳
の
父
だ
か
ら
で
あ
る
。
政
盈
の
号
を
稲
村
と

す
る
の
は
〈
鷗
村
〉
と
よ
く
似
た
名
づ
け
方
で
あ
る
。
前
述
の
月
性
展
示
館
所
蔵
の
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
に
載
せ
る
詩
題
は
、〈
鷗

村
〉
の
前
に
〈
友
人
〉
が
付
い
て
い
る
の
で
、
月
性
に
広
島
行
き
を
誘
っ
た
の
が
、
稲
村
と
号
し
た
秋
元
政
盈
の
子
で
後
に
稲
彦
と
改

め
た
政
徳
（
晩
香
）
の
こ
と
で
あ
れ
ば
い
ち
ば
ん
理
解
し
や
す
い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
ま
っ
た
く
想
像
の
域
を
出
な
い
。

三

以
上
、
月
性
の
強
力
な
後
ろ
盾
で
も
あ
っ
た
秋
元
家
は
至
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
不
正
確
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
新
た
に
付

け
加
え
る
べ
き
情
報
が
あ
っ
た
の
で
こ
こ
ま
で
贅
言
を
厭
わ
ず
述
べ
て
き
た
。
さ
て
こ
こ
で
改
め
て
前
掲
の
「
晩
春
廿
又
六
日
、
洋
峩

亭
東
窓
下
殘
眠
未
覺
、
鷗
村
俄
呼
催
廣
陵
遊
…
…
」
詩
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
秋
元
家
の
別
邸
と
も
い
え
る
洋
峨
亭
に
泊
ま
り
込
ん

で
い
た
月
性
が
、
三
月
二
十
六
日
の
早
朝
、
秋
元
鷗
村
か
ら
急
に
広
島
行
き
を
誘
わ
れ
て
舟
に
乗
り
込
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
誘
い
と
い
う
の
も
恐
ら
く
は
も
と
も
と
俵
物
を
扱
う
秋
元
家
鍵
屋
の
船
荷
の
都
合
で
広
島
に
行
く
便
も
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
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た
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
を
天
保
七
年
（
丙
申
一
八
三
六
）
の
年
に
繫
け
る
の
は
、
ま
さ
に
『
清
狂
遺
稿
』
に
拠
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

に
そ
の
あ
た
り
の
詩
を
並
べ
て
み
る
と
次
の
通
り
。（
詩
題
の
上
の
番
号
は
『
清
狂
遺
稿
』
巻
之
上
収
録
詩
の
通
し
番
号
）

14
丙
申
早
春
（
第
五
葉
表
）

1（
洗
心
亭
席
上
賦
贈
中
嶋
椶
隱
軒
（
第
五
葉
裏
）

16
晩
春
廿
又
六
日
、
洋
峩
亭
東
窓
下
殘
眠
未
覺
、
鷗
村
俄
呼
催
廣
陵
遊
。
倉
卒
上
舟
、
賦
此
詩
備
遺
忘
（
第
五
葉
裏
）

1（
嚴
島
（
第
六
葉
表
）

18
舟
抵
廣
城
（
第
六
葉
表
）

19
初
謁
虎
山
先
生
賦
呈
（
第
六
葉
表
）

20
廣
城
（
第
六
葉
裏
）

21
舟
發
廣
城
（
第
六
葉
裏
）

22
餌
浦
候
潮
（
第
六
葉
裏
）

こ
れ
ら
の
並
び
か
ら
、
16
か
ら
20
が
広
島
行
き
、
21
と
22
が
広
島
か
ら
の
帰
り
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
そ
の
前
に
置
か

れ
て
い
る
14
「
丙
申
早
春
」
詩
に
拠
っ
て
、
前
掲
の
二
つ
の
年
譜
が
天
保
七
年
（
丙
申
一
八
三
六
）
の
作
と
見
な
す
の
は
い
か
に
も
自

然
な
考
え
方
で
あ
る）
（1
（

。
し
か
し
1（
「
洗
心
亭
席
上
賦
贈
中
嶋
椶
隱
軒
」
詩
が
、
14
「
丙
申
早
春
」
詩
と
16
「
晩
春
廿
又
六
日
…
…
」
詩

の
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
、前
掲
の
「
立
泉
年
譜
」
が
〈
三
月
、洗
心
亭
席
上
で
中
島
宗
隠
軒
に
詩
を
賦
し
て
贈
る
〉
と
し
、「
海
原
年
譜
」

も
〈
（
月
中
島
棕
隠
に
詩
を
示
す
〉
と
記
す
の
が
事
実
と
異
な
り
14
と
16
の
間
に
置
く
べ
き
で
は
な
い
こ
と
は
、
筆
者
が
前
稿
で
述
べ

た
通
り
で
あ
る）
（（
（

。
そ
れ
を
論
証
す
る
の
に
用
い
た
の
が
、
こ
の
頃
の
中
島
棕
隠
の
足
取
り
が
見
て
取
れ
る
宗
隠
の
『
金
帚
集
』、
そ
し

て
月
性
漢
詩
の
写
本
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
月
性
漢
詩
の
写
本
を
引
き
比
べ
て
み
る
と
こ
の
あ
た
り
時
間
的
配
列
に
於
い
て
大
き
な
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乱
れ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
月
性
漢
詩
の
主
な
写
本
を
列
記
し
、
併
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
が
収
め
る
漢
詩
の

制
作
時
期
と
月
性
の
年
齢
な
ど
も
記
し
、
広
島
行
き
と
帰
り
に
関
わ
る
漢
詩
を
収
録
す
る
写
本
に
つ
い
て
は
太
字
に
し
た
。
さ
ら
に
そ

の
後
に
は
そ
れ
ら
を
対
比
さ
せ
た
表
（
表
一
広
島
行
き
・
表
二
広
島
か
ら
の
帰
り
）
を
掲
げ
て
お
い
た
。
表
の
中
で
『
清
狂
遺
稿
』
は
出
版

年
を
、
そ
れ
以
外
の
写
本
に
つ
い
て
は
収
録
す
る
詩
の
制
作
時
期
を
記
し
、
ま
た
各
詩
の
制
作
年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
中
に
記
さ
れ

る
干
支
の
前
後
か
ら
は
っ
き
り
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
記
し
た
。
表
の
一
番
左
の
詩
題
は
『
清
狂
遺
稿
』
に
拠
り
、『
清
狂
遺
稿
』

に
収
録
し
な
い
括
弧
付
き
の
も
の
は
そ
れ
を
収
録
す
る
写
本
の
詩
題
で
、『
清
狂
遺
稿
』
と
異
な
る
詩
題
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
写

本
の
所
に
明
記
し
た
。
各
詩
に
付
さ
れ
た
番
号
は
『
清
狂
遺
稿
』
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
中
で
の
順
番
を
示
し
、
連
作
詩
は
同
じ
番

号
に
枝
番
を
付
し
た
。

①
標
題
『
虎
山
醒
窓
二
家
批
評
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
（
山
口
県
柳
井
市
遠
崎
月
性
展
示
館
所
蔵
）

①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三

　
　
　

※
天
保
十
一
年
（
庚
子
一
八
四
〇
月
性
24
）
よ
り
天
保
十
二
年
（
辛
丑
一
八
四
一
月
性
2（
）
ま
で
の
三
十
八
首
。

①
ｂ
『
未
定
小
稿
』

　
　
　

※
天
保
十
二
年
（
辛
丑
一
八
四
一
月
性
2（
）
四
月
以
降
の
十
六
首
。

②
標
題
『
天
保
古
詩
百
一
鈔
草
稿
』（
月
性
展
示
館
所
蔵
）

②
ａ
『
天
保
古
詩
百
一
鈔
草
稿
』

　
　
　

※
坂
井
虎
山
五
首
・
超
然
五
首
・
篠
崎
小
竹
十
九
首
。

②
ｂ
『
草
稿
』

　
　
　

※
天
保
十
三
年
（
壬
寅
一
八
四
二
月
性
26
）
か
ら
嘉
永
六
年
（
癸
丑
一
八
五
三
月
性
（（
）
ま
で
の
十
九
首
。
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②
ｃ
『
鄙
稿
』（
其
一
）

　
　
　

※
天
保
十
二
年
？
（
辛
丑
一
八
四
一
月
性
2（
？
）
よ
り
天
保
十
四
年
（
癸
卯
一
八
四
三
月
性
2（
）
ま
で
の
七
首
。

②
ｄ
『
鄙
稿
』（
其
二
）

　
　
　

※
大
阪
在
住
時
の
一
首
。

②
ｅ
『
庚
戌
未
定
稿
』

　
　
　

※
嘉
永
三
年
（
庚
戌
一
八
五
〇
月
性
（4
）
の
十
四
首
。

②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）

　
　
　

※
天
保
十
二
年
（
辛
丑
一
八
四
一
月
性
2（
）
の
十
二
首
。

②
ｇ
『
鄙
稿
』（
其
四
）

　
　
　

※
天
保
十
二
年
（
辛
丑
一
八
四
一
月
性
2（
）
の
四
首
。

③
標
題
『
清
狂
吟
稿
』（
第
一
冊
）（
山
口
県
萩
市
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
所
蔵
）

③
ａ
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
一

　
　
　

※
天
保
四
年
（
癸
巳
一
八
三
三
月
性
1（
）
よ
り
天
保
十
三
年
（
壬
寅
一
八
四
二
月
性
26
）
ま
で
の
五
十
七
首
。

③
ｂ
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
二

　
　
　

※
天
保
十
四
年
（
癸
卯
一
八
四
三
月
性
2（
）
よ
り
嘉
永
二
年
（
己
酉
一
八
四
九
月
性
（（
）
ま
で
の
六
十
七
首
。

③
ｃ
『
庚
戌
辛
亥
未
定
草
稿
』

　
　
　

※
嘉
永
三
年
（
庚
戌
一
八
五
〇
月
性
（4
）
よ
り
嘉
永
四
年
（
辛
亥
一
八
五
一
月
性
（（
）
ま
で
の
四
十
五
首
。

④
標
題
『
清
狂
吟
稿
』（
第
二
冊
）（
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
所
蔵
）
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④
ａ
『
壬
子
甲
寅
稿
』（
仮
称
）

　
　
　

※
嘉
永
五
年
（
壬
子
一
八
五
二
月
性
（6
）
よ
り
嘉
永
七
年
（
甲
寅
一
八
五
四
月
性
（8
）
ま
で
の
五
十
七
首
。

④
ｂ
『
草
稿
』

　
　
　

※
安
政
二
年
（
乙
卯
一
八
五
五
月
性
（9
）
の
三
十
二
首
。「
送
北
條
小
淞
趂
任
於
大
坂
邸
監
」
詩
と
詩
題
の
み
の
「
偶
成
」

詩
以
外
は
吉
田
松
陰
評
『
清
狂
詩
鈔
』
と
す
べ
て
重
複
。

⑤
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
（
大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
風
物
館
所
蔵
）

　
　

※
嘉
永
三
年
（
庚
戌
一
八
五
〇
月
性
（4
）
よ
り
嘉
永
四
年
（
辛
亥
一
八
五
一
月
性
（（
）
ま
で
の
四
十
三
首
。

⑥
『
淸
狂
道
人
遺
稿
』（
耶
馬
溪
風
物
館
所
蔵
）

　
　

※
嘉
永
五
年
（
壬
子
一
八
五
二
月
性
（6
）
よ
り
安
政
二
年
（
乙
卯
一
八
五
五
月
性
（9
）
ま
で
の
八
十
八
首
。

こ
こ
で
少
し
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、ま
ず
③
ａ
③
ｂ
⑤
の
『
清
狂
吟
稿
』
に
つ
い
て
で
、こ
れ
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
頃
、

杉
梅
太
郎
（
一
八
二
八
─
一
九
一
〇
）
の
と
こ
ろ
に
月
性
が
留
め
置
い
た
写
本
に
深
く
関
係
し
、
こ
れ
を
元
に
そ
の
弟
の
吉
田
松
陰
（
一

八
三
〇
─
一
八
五
九
）
が
月
性
没
後
に
上
梓
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
収
め
る
か
な
り
の
詩
が
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
刊
行
の

『
清
狂
遺
稿
』
に
収
録
す
る
も
の
と
重
複
が
見
ら
れ
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
文
字
の
異
同
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
い
ま
少
し
詳
細
な
比
較
調
査
が
必
要
で
あ
る）
（1
（

。
こ
の
中
で
本
論
に
関
わ
る
の
は
、
天
保
四
年
（
癸
巳
一
八
三
三
）
か
ら
天
保
十
三

年
（
壬
寅
一
八
四
二
）
ま
で
の
詩
を
収
め
る
③
ａ
の
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
一
で
あ
る
。
次
に
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
と
②
ｆ
『
鄙

稿
』（
其
三
）
に
つ
い
て
、「
晩
春
念
六
之
暁
、
洋
峨
亭
東
窓
下
春
眠
未
覺
…
…
」
詩
を
後
者
に
は
載
せ
な
い
の
を
除
い
て
、
こ
の
広
島

行
き
に
関
し
て
す
べ
て
重
複
し
順
番
も
同
じ
だ
が
、
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
は
表
に
示
す
十
二
首
の
み
で
、
そ
れ
に
は
後
に
掲
げ
る
図



月性事蹟考

（1

表一　広島行き

『清狂遺稿』
上冊（巻之上）

明治2（年
（1892）

③ a
『清狂吟稿』
巻之一

天保 4年（18（（）
-1（年（1842）

① a
『未定清狂吟稿』
巻之三

天保11年・12年
（1840・1841）

② f
『鄙稿』
（其三）

天保12年
（1841）

② c
『鄙稿』
（其一）

天保12年
（1841）？
- 天保14
年（184（）

① b
『未定小
稿』

天保12年
（1841）
4 月以後

晩春廿又
六日洋峩
亭……

16天保七年
丙申18（6

2（天保十二年
辛丑1841
「晩春念六之暁、
洋峨亭東窓下春眠
未覺曉夢猶迷。友
人鷗村俄呼閒枕之
夢■廣陵遊、倉卒
旅装上舟、戯賦一
絶以備他日遺忘」

（放舟） 24天保十二年
辛丑1841 1

（洞口晩
泊）

2（天保十二年
辛丑1841 2

（丸石舟
中）

26天保十二年
辛丑1841 （

嚴島 1（天保七年
丙申18（6

4
嚴島 （2天保十二年

辛丑1841
（4天保十二年
辛丑1841

2（天保十二年
辛丑1841

舟抵廣城 18天保七年
丙申18（6

28天保十二年
辛丑1841 （

初謁虎山
先生賦呈

19天保七年
丙申18（6

29天保十二年
辛丑1841 6

廣島 （（天保十二年
辛丑1841

（（天保十二年
辛丑1841

（0-1天保十二年
辛丑1841　
「廣城二首」（其一）

（-1
「廣城二
首」（其
一）

廣城 20天保七年
丙申18（6

（0-2天保十二年
辛丑1841　
「廣城二首」（其二）

（-2
「廣城二
首」（其
二）
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表二　広島からの帰り

『清狂遺稿』
上冊（巻之上）

明治2（年
（1892）

③ a『清狂吟稿』
巻之一

天保 4年（18（（）
-1（年（1842）

① a
『未定清狂吟稿』
巻之三

天保11年・12年
（1840・1841）

② f
『鄙稿』
（其三）

天保12年
（1841）

② c
『鄙稿』
（其一）

天保12年
（1841）？
- 天保14
年（184（）

① b
『未定小
稿』

天保12年
（1 8 4 1）
4 月以後

舟發廣城 21天保七年
丙申18（6

（1天保十二年
辛丑1841 8

餌浦候潮 22天保七年
丙申18（6

（2天保十二年
辛丑1841
「繪場浦候潮」

9

（嚴灘舟
中）

（（天保十二年
辛丑1841 10

（大野浦
夜泊）

（4天保十二年
辛丑1841 11

自廣嶋歸
﨑舟中

（（天保十二年
辛丑1841

（（天保十二年
辛丑1841
「自廣嶋歸遠﨑
舟中」

（（天保十二年
辛丑1841
「自大野歸遠崎舟
中」

12
「自大野
歸遠崎舟
中」

臥虎山歌
贈阪井先
生

（4天保十二年
辛丑1841

（6天保十二年
辛丑1841 （

10天保十
二年
辛丑1841
「戯作臥
乕山歌贈
坂井乕山
翁」



月性事蹟考

（（

①
の
「
嚴
嶌
」
詩
か
ら
も
判
る
よ
う
に
随
処
に
坂
井
虎
山
の
朱
批
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
は
こ
れ
に

拠
っ
て
改
め
ら
れ
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
後
に
他
の
評
者
の
も
の
も
ま
と
め
て
批
語
が
置
き
直
さ
れ
て
い
る
の
で
（
図
②
）、
②
ｆ

『
鄙
稿
』（
其
三
）
が
坂
井
虎
山
に
批
評
を
乞
う
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
整
理
し
て
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三

の
中
に
収
め
た
こ
と
が
わ
か
る）
（1
（

。
②
ｃ
『
鄙
稿
』（
其
一
）
と
①
ｂ
『
未
定
小
稿
』
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
前
者
に
収
め
る
（
「
臥
乕
山

歌
贈
坂
井
先
生
（
臥
虎
山
の
歌
坂
井
先
生
に
贈
る
）」
詩
が
『
清
狂
吟
稿
』
や
『
清
狂
遺
稿
』
と
同
じ
詩
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者

は
10
「
戯
作
臥
乕
山
歌
贈
坂
井
乕
山
翁
」
詩
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
後
者
の
方
が
前
者
よ
り
先
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
て
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
広
島
の
行
き
帰
り
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
詩
が
、
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
や
①
ａ
『
未
定

清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
で
は
す
べ
て
天
保
十
二
年
（
辛
丑
一
八
四
一
月
性
2（
）
の
詩
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
清
狂
遺
稿
』
は
行
き
の
「
放
舟
」

「
洞
口
晩
泊
」「
丸
石
舟
中
」
の
三
首
、
帰
り
の
「
嚴
灘
舟
中
」「
大
野
浦
夜
泊
」
の
二
首
を
収
め
な
い
の
を
除
い
て
、
天
保
七
年
（
丙
申

一
八
三
六
月
性
20
）
と
天
保
十
二
年
の
詩
と
し
て
別
々
に
分
け
て
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
（2
「
嚴
島
」
詩
・
（（
「
廣
島
」

詩
・
（4
「
臥
虎
山
人
歌
贈
阪
井
先
生
」
詩
・
（（
「
自
廣
嶋
歸
﨑
舟
中
」
詩
を
天
保
十
二
年
に
配
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
二
つ
前
の
（0
「
聞

草
立
大
東
上
遥
有
此
寄
」
詩
の
詩
題
の
下
に
〈
辛
丑
〉
の
二
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、こ
こ
は
『
清
狂
吟
稿
』
も
同
様
で
あ
る
が
、

し
か
し
天
保
七
年
に
配
せ
ら
れ
る
詩
に
つ
い
て
は
、『
清
狂
吟
稿
』
で
は
広
島
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
三
首
の
み
で
、
そ
こ
に
広
島

へ
の
行
き
帰
り
の
詩
を
一
首
も
収
め
て
い
な
い
の
は
表
に
も
明
ら
か
な
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
『
清
狂
遺
稿
』
に
は
天
保
十
二

年
の
広
島
行
き
の
詩
も
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
判
断
か
ら
か
、「
立
泉
年
譜
」
と
「
海
原
年
譜
」
も
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

天
保
十
二
年
（
辛
丑
）
一
八
四
一

月
性
二
十
五
歳

　
　
　
「
立
泉
年
譜
」（
第
八
頁
）

　
　
　
　

正
月
在
郷

0

0

0

0

、
広
島
に
阪
井
虎
山
を
訪
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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三
月

0

0

、
厳
島
に
遊
び
再
び
広
島
に
入
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
虎
山
歌
の
長
詩
な
る

0

0

0

0

0

0

0

0

。
帰
路
室
津
を
過
ぎ
て
帰
る

　
　
　
　

夏
ま
た
萩
に
遊
ぶ

　
　
　
「
海
原
年
譜
」（
第
三
二
九
頁
）

　
　
　
　

１
月
広
島
の
坂
井
虎
山
を
訪
ね
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
３
月
厳
島
を
経
て
広
島
に
行
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
虎
山
歌
の
長
詩
を
作
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
夏
、
萩
城
下
に
出
る
。

　
　
　
　

＊
九
州
遊
学
か
ら
帰
っ
て
一
年
後
の
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
、
二
五
歳
の
正
月
、
広
島
の
坂
井
虎
山
を
訪
ね
て
い
る
。

す
ぐ
に
帰
郷
し
た
ら
し
い
が
、
三
月
に
は
厳
い
つ
く

島し
ま

（
宮
島
）
を
経
て
再
度
広
島
に
入
っ
た
。
坂
井
虎
山
に
呈
し
た
長
詩
、「
臥

虎
山
歌
贈
阪マ

マ

井
先
生
」
や
「
厳
島
」
と
題
す
る
詩
は
、
こ
の
時
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
厳
島
は
、
長
州
藩
の
祖

毛
利
元も
と

就な
り

が
陶す
え

晴は
る

賢た
か

を
奇
襲
し
、
大
勝
利
を
収
め
た
伝
説
の
地
で
あ
り
、
こ
れ
を
題
材
に
し
た
「
嵳
峩
た
り
千
畳
閣
」
で

始
ま
る
詩
を
作
り
、虎
山
先
生
の
「
語
々
実
況
」、ま
る
で
眼
前
の
景
色
を
見
る
か
の
よ
う
だ
と
い
う
評
を
得
て
い
る
。「
帰

帆
箭や

よ
り
も
疾は
や

し
」
と
い
う
か
ら
、
間
も
な
く
広
島
か
ら
舟
で
帰
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
遠
崎
村
へ
直
行
せ
ず
、
わ
ざ

わ
ざ
室
津
に
上
陸
し
た
。
お
そ
ら
く
周
辺
の
友
人
た
ち
を
訪
ね
な
が
ら
、
陸
路
帰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
の
夏
に
は
、

萩
城
下
に
出
て
い
る
。（『
月
性
』
第
二
章
「
諸
国
修
行
の
旅
」
2
「
不
及
の
精
居
寮
へ
」「
諸
方
の
塾
に
出
入
り
す
る
」
第
三
八
頁
）

こ
の
二
つ
の
年
譜
は
天
保
十
二
年
の
正
月
と
三
月
そ
れ
ぞ
れ
に
月
性
が
広
島
に
行
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、『
清
狂
遺
稿
』
が

天
保
十
二
年
に
繫
年
し
て
い
る
広
島
行
き
の
（2
「
嚴
島
」
詩
（
五
言
律
詩
）
の
頸
聯
で
〈
花
開
春
寺
隠

0

0

0

0

0

、潮
満
海
廊
浮
（
花
開
き
て
春
寺
隠
れ
、

潮
満
ち
て
海
廊
浮
く
）〉
と
詠
み
、
更
に
（（
「
廣
島
」
詩
（
七
言
律
詩
）
の
頸
聯
で
も
〈
細
雨
頻
來
三
月
暮

0

0

0

、
飛
花
又
老
一
年
春
（
細
雨
頻
り

に
来
た
る
三
月
の
暮
、飛
花
又
た
老
ゆ
一
年
の
春
）〉
と
詠
む
の
は
、「
立
泉
年
譜
」
が
〈
三
月
、厳
島
に
遊
び
再
び
広
島
に
入
る
〉
と
記
し
、「
海

原
年
譜
」
も
〈
三
月
に
は
厳

い
つ
く

島し
ま

（
宮
島
）
を
経
て
再
度
広
島
に
入
っ
た
〉
と
記
す
根
拠
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
二
つ
の
年
譜
が
そ
れ
よ

り
前
の
〈
正
月
〉
に
も
坂
井
虎
山
を
訪
ね
て
広
島
へ
行
っ
た
こ
と
の
根
拠
が
ど
こ
か
に
あ
る
の
か
、
筆
者
は
探
し
出
せ
な
か
っ
た
。
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四

月
性
の
広
島
行
き
の
時
期
に
つ
い
て
、
そ
の
拠
り
所
と
し
た
『
清
狂
遺
稿
』
の
詩
の
並
び
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
天
保
七
年
と
天
保
十
二
年
で

あ
っ
た
と
す
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
大
方
の
見
解
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
表
に
示
し
た
よ
う
に
『
清
狂
遺
稿
』
よ
り
も
制
作
年
代
が
古
い
写
本
に

於
け
る
詩
の
並
び
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
『
清
狂
遺
稿
』
と
は
異
な
り
、
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
と
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
に
収
め

ら
れ
る
広
島
行
き
に
関
す
る
詩
は
同
じ
時
期
の
も
の
と
し
て
一
箇
所
に
ま
と
め
て
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
清
狂
遺
稿
』
の
（（
「
廣
島
」
詩

と
20
「
廣
城
」
詩
が
天
保
七
年
と
天
保
十
二
年
に
分
け
て
配
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
及
び
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』

巻
之
三
で
は
こ
の
二
首
を
「
廣
城
二
首
」
と
連
作
の
詩
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
れ
ら
が
同
時
期
の
作
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
全
十
二
首
は
、
坂
井
虎
山
に
拝
謁
す
る
た
め
に
広
島
に
行
き
、
そ
し
て
広
島
か
ら
戻
っ
た
時
の
こ
と
を
詠
ん

だ
詩
を
後
に
虎
山
に
呈
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
坂
井
虎
山
の
朱
批
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
写
本
に
は
制
作
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
は
、
収
録
さ
れ
た
詩
の
前
に
〈
庚
子
（
天
保
十
一

年
一
八
四
〇
）〉
と
〈
辛
丑
（
天
保
十
二
年
一
八
四
一
）〉
の
干
支
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
お
り
、虎
山
の
朱
批
が
加
え
ら
れ
た
②
ｆ
『
鄙
稿
』

（
其
三
）
を
整
理
し
た
一
連
の
詩
が
す
べ
て
〈
辛
丑
〉
の
作
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、『
清
狂
遺
稿
』
に
天
保
七
年
と
天

保
十
二
年
に
分
け
て
配
さ
れ
て
い
た
も
の
が
実
は
す
べ
て
天
保
十
二
年
の
作
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
こ
で
少
し
説
明
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
に
は
収
め
な
い
1（
「
嚴
島
」
詩
が
『
清
狂

遺
稿
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
一
見
、
違
和
感
を
持
つ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
も
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
先
ず
②
ｆ
『
鄙
稿
』

（
其
三
）
の
4
「
嚴
嶌
」
詩
か
ら
見
て
み
る
必
要
が
あ
る
。（
図
①
）
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図
①

渺
茫
滄
海
上
、
孤
嶌
即
仙
洲　
　

渺
茫
た
り
滄
海
の
上
、
孤
島
即
ち
仙
洲

千
歳
崇
神
德
、
一
朝
報
國
讎　
　

千
歳

神
徳
を
崇
め
、
一
朝

国
讎
に
報
ゆ

樹
梢
猿
倒
挂
、
街
市
鹿
群
遊　
　

樹
梢

猿
は
倒さ
か

し
ま
に
挂
か
り
、
街
市

鹿
群
れ
て
遊
ぶ

山
水
存
形
勝
、
不
勝
懐
古
愁　
　

山
水

形
勝
を
存
し
、
懐
古
の
愁
い
に
勝た

え
ず

図
①
か
ら
判
る
よ
う
に
こ
の
漢
詩
に
は
随
処
に
坂
井
虎
山
の
朱
批
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
を
整
理
し
直
し
た
も
の
が
①
ａ『
未

定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
の
2（
「
嚴
嶌
」
詩
で
あ
る
。（
図
②
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図
②
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漂
然

0

0

滄
海
上
、
孤
嶌
即
仙
洲　
　

漂
然
た
り
滄
海
の
上
、
孤
島
即
ち
仙
洲

千
歳
潮
浮
庿

0

0

0

、
春
深
花
沒
樓

0

0

0

0

0　
　

日
落
ち
て
潮
は
廟
を
浮
か
せ
、
春
深
く
し
て
花
は
楼
を
没
す

樹
梢
猿
倒
挂
、
街
市
鹿
群
遊　
　

樹
梢

猿
は
倒
し
ま
に
挂
か
り
、
街
市

鹿
群
れ
て
遊
ぶ

山
水
存
形
勝
、
不
勝禁

懐
古
愁　
　

山
水

形
勝
を
存
し
、
懐
古
の
愁
い
を
禁
ぜ
ず

筆
者
が
傍
点
を
打
っ
た
と
こ
ろ
が
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
の
坂
井
虎
山
の
朱
批
に
拠
っ
て
改
め
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
の
一
聯
も
虎
山

は
〈
竒
勝
江
公
策
、
尚
思
風
雨
秋
〉
に
と
い
う
代
案
を
示
し
て
い
た
が
、
月
性
は
こ
れ
に
は
応
じ
な
い
も
の
の
、
し
か
し
虎
山
の
こ
の

代
案
は
末
尾
に
明
記
し
て
い
る
。
月
性
が
最
終
稿
と
し
て
纏
め
上
げ
た
③
ａ
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
一
の
（4
「
嚴
嶌
」
詩
で
は
か
な
り
大
々

的
に
書
き
改
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
図
③
に
示
す
『
清
狂
遺
稿
』
の
（2
「
嚴
島
」
詩
と
比
べ
る
と
、
第
二
句
の
〈
紗
〉
が
〈
緲
〉
に

作
り
、
第
三
句
の
〈
雜
神
仙
〉
が
も
と
〈
據
煙
霞
〉
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
せ
消
ち
で
〈
雜
神
仙
〉
に
改
め
て
い
る
以
外
は
同
じ
で
あ

る
。
こ
れ
を
見
る
と
最
後
の
聯
は
虎
山
の
代
案
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図
③

但
だ
『
清
狂
吟
稿
』
及
び
『
清
狂
遺
稿
』
に
記
す
虎
山
の
評
語
〈
語
々
實
況
〉
と
い
う
の
は
、②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
及
び
①
ａ
『
未

定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
に
は
見
え
な
い
も
の
で
、
月
性
が
こ
の
よ
う
に
大
な
た
を
振
る
っ
て
書
き
改
め
た
後
に
、
さ
ら
に
ま
た
坂
井
虎

山
に
批
正
を
仰
い
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
別
人
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
『
清
狂
遺
稿
』
で
奇
妙
な
編
集
が
行

日0

落0
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わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
の
月
性
原
案
の
4
「
嚴
嶌
」
詩
に
修
正
を
加
え
た
も
の
が
『
未
定
清
狂

吟
稿
』
巻
之
三
の
2（
「
嚴
嶌
」
詩
で
、
こ
れ
に
さ
ら
に
推
敲
に
推
敲
を
重
ね
た
も
の
が
③
ａ
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
一
の
（4
「
嚴
嶌
」
詩
、

そ
し
て
『
清
狂
遺
稿
』
の
（2
「
嚴
島
」
詩
で
あ
る
こ
と
は
い
ま
述
べ
た
通
り
だ
が
、
実
は
『
清
狂
遺
稿
』
の
天
保
七
年
に
配
さ
れ
て
い

る
1（
「
嚴
島
」
詩
は
図
④
に
示
す
よ
う
に
、す
で
に
ボ
ツ
に
な
っ
た
は
ず
の
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
の
4
「
嚴
嶌
」
詩
（
図
①
）
と
ま
っ

た
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図
④

し
か
も
こ
こ
に
付
さ
れ
て
い
る
恒
遠
醒
窓
の
〈
結
語
有
力
〉
と
い
う
評
語
は
、
も
と
も
と
こ
の
詩
に
対
し
て
で
は
な
く
、
①
ａ
『
未

定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
の
2（
「
嚴
嶌
」
詩
（
図
②
）
の
坂
井
虎
山
の
後
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
も
『
清
狂
遺
稿
』

が
い
ろ
い
ろ
な
写
本
か
ら
継
ぎ
足
し
て
い
っ
た
編
集
の
あ
と
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
特
に
制
作
年
代
に
限
っ
て
言
う
な
ら

ば
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
（2
「
嚴
島
」
詩
は
結
果
と
し
て
、
1（
「
嚴
島
」
詩
の
書
き
換
え
に
な
る
こ
と
は
同
じ
韻
を
踏
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
が
、『
清
狂
遺
稿
』
の
（（
「
廣
島
」
詩
と
20
「
廣
城
」
詩
が
、
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
及
び
①
ａ
『
未
定

清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
で
は
「
廣
城
二
首
」
と
い
う
同
時
の
連
作
詩
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
も
天
保
七
年
と
天
保
十
二
年
に
分
け
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
、『
清
狂
遺
稿
』
が
天
保
七
年
と
天
保
十
二
年
と
に
大
き
く
分
け
る
広
島
行
き
の
詩
が
実
の
と
こ
ろ
す
べ
て
天
保
十
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二
年
の
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
嘉
永
三
年
（
庚
戌
一
八
五
〇
）
作
の
「
其
日
展
墓
于
本
照
寺
（
其
の
日
本
照
寺
に
展

墓
す
）」
詩
（『
清
狂
遺
稿
』
巻
之
下
1（（
）
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
詩
の
一
つ
前
の
「
聞
虎
山
坂
井
先
生
病
革
、
卽
日
徃
訪
則

已
易
簀
矣
。
悵
然
而
作
、
實
庚
戌
重
陽
日

0

0

0

0

0

也
（
虎
山
坂
井
先
生
の
病
革
ま
る
を
聞
き
、
即
日
往
き
訪
ぬ
れ
ば
則
ち
已
に
簀
を
易
う
。
悵
然
と
し
て
作

る
に
、
実
に
庚
戌
重
陽
の
日
な
り
）」
と
い
う
詩
題
に
よ
る
と
、
月
性
が
坂
井
虎
山
の
危
篤
を
聞
い
て
駆
け
つ
け
た
時
（
重
陽
日
）
に
は
既
に

亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
（
九
月
六
日
）。
よ
っ
て
「
其
日
展
墓
于
本
照
寺
」
詩
は
そ
の
詩
と
同
じ
九
月
九
日
（
重
陽
日
）、
虎
山
の
墓
参

り
の
際
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
七
絶
詩
の
は
じ
め
二
句
の
〈
十
年
交
態

0

0

0

0

儘
過
狂
、
徃
事
追
懷
欲
攪
膓
（
十
年

の
交
態
儘

こ
と
ご
と

く
狂
に
過
ぎ
、
往
事
追
懐
す
れ
ば
腸
を
攪み

だ

さ
ん
と
欲
す
）〉
と
は
、
常
軌
を
逸
し
た
月
性
に
も
接
し
て
く
れ
た
虎
山
の
こ
と
が
ひ
ど

く
偲
ば
れ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
〈
十
年
交
態
〉
が
二
人
の
交
往
の
長
さ
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
ず
概
数
で
は
な
い
と
い
う

の
は
、
逆
算
し
て
み
る
と
ま
さ
に
天
保
十
二
年
（
辛
丑
一
八
四
一
）
に
月
性
が
初
め
て
虎
山
に
拝
謁
し
た
時
と
合
致
す
る
か
ら
で
あ
り
、

そ
れ
が
も
し
天
保
七
年
（
丙
申
一
八
三
六
）
な
ら
ば
十
五
年
と
な
り
、
概
数
か
ら
は
ま
す
ま
す
懸
け
離
れ
て
し
ま
う
。

五

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
月
性
が
坂
井
虎
山
に
初
め
て
拝
謁
し
た
の
は
天
保
十
二
年
（
辛
丑
一
八
四
一
）
で
、
前
掲
の
七

絶
詩
「
晩
春
廿
又
六
日

0

0

0

0

0

0

洋
峩
亭
…
…
」
詩
の
詩
題
か
ら
三
月
二
十
六
日
に
出
帆
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
第
三
・
第
四
句
に
〈
欲
尋
閑

枕
一
塲
梦
、
更
作
廣
陵
三
日
遊

0

0

0

0

0

（
閑
枕
一
場
の
夢
を
尋
ね
ん
と
欲
し
て
、
更
に
作な

す
広
陵
三
日
の
遊
）〉
と
詠
む
よ
う
に
広
島
（
廣
陵
）
行
き
は

三
日
か
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
間
の
船
旅
は
、表
に
示
し
た
よ
う
に
洞
口（「
洞
口
晩
泊
」）・
丸
石（「
丸
石
舟
中
」）・

厳
島
（「
嚴
島
」
二
首
）
を
経
て
広
島
に
至
っ
て
い
る
（「
舟
抵
廣
城
」）。
そ
し
て
帰
り
は
餌
浦
（「
餌
浦
候
潮
〔
繪
場
浦
候
潮
〕」）・
厳
島
（「
嚴
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灘
舟
中
」）・
大
野
（「
大
野
浦
夜
泊
」）
を
経
て
遠
崎
に
戻
っ
て
き
て
い
る
（「
自
廣
嶋
歸
﨑
舟
中
〔
自
大
野
歸
遠
崎
舟
中
）
（4
（

〕」）。
こ
の
時
節
に
つ
い

て
は
、そ
の
時
に
月
性
が
携
え
て
い
っ
た
「
初
謁
虎
山
先
生
賦
呈
（
初
め
て
虎
山
先
生
に
謁ま

み

え
賦
し
て
呈
す
）」
詩
も
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

泰
斗
儒
門
望
不
空
、
雄
藩
又
見
出
英
雄　
　

泰
斗
儒
門
望
空む

な

し
か
ら
ず
、
雄
藩
又
た
英
雄
を
出
す
を
見
る

文
名
一
代
振
天
下
、
道
統
千
年
在
日
東　
　

文
名
一
代
天
下
に
振
る
い
、
道
統
千
年
日
東
に
在
り

殘
雨
山
樓
嵐
氣
濕
、
夕
陽
江
郭
水
煙
籠　
　

残
雨
山
楼
嵐
気
湿う
る
お

い
、
夕
陽
江
郭
水
煙
籠こ
も

る

満
城
絃
誦
春
將
暮
、
吹
送
柳
隂
花
底
風　
　

満
城
絃
誦
春
将
に
暮
れ
ん
と
し
、
吹
き
送
る
柳
陰
花
底
の
風

最
初
の
二
聯
は
広
島
藩
の
名
儒
、
坂
井
虎
山
が
天
下
に
名
を
轟
か
せ
る
傑
物
で
あ
る
と
讃
え
、
最
後
は
こ
の
よ
う
な
人
物
の
住
ま
う

広
島
の
城
下
な
れ
ば
こ
そ
、
の
ど
か
に
春
を
謳
歌
で
き
る
の
だ
と
結
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
〈
満
城
絃
誦
春
将
に
暮
れ
ん
と
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
吹

き
送
る
柳
陰
花
底
の
風
〉
と
詠
む
よ
う
に
、
坂
井
虎
山
へ
の
拝
謁
が
春
三
月
も
終
わ
ろ
う
と
す
る
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
て

い
る
。
こ
の
詩
を
贈
ら
れ
た
虎
山
は
〈
前
聯
亦
隹
、唯
華
非
其
人
耳
（
前
聯
亦
た
佳
き
も
、唯
だ
華
〔
※
虎
山
の
名
〕
は
其
の
人
に
非
ざ
る
の
み
）〉

と
、月
性
の
句
作
り
を
評
価
し
な
が
ら
自
ら
は
卑
下
す
る
評
語
を
残
し
て
い
る
が
（
②
ｆ
『
鄙
稿
』
其
三
6
・
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
29
・『
清

狂
遺
稿
』
19
）、
彼
は
こ
れ
に
応
じ
て
「
酬
月
性
見
贈
作
（
月
性
の
贈
ら
る
る
作
に
酬
ゆ
）」
詩
（『
翰
墨
因
縁
』
所
収
）
を
作
り
、
そ
れ
に
ま
た

月
性
は
「
次
韻
虎
山
翁
見
酬
作
以
呈
（
虎
山
翁
の
酬
い
ら
る
る
作
に
次
韻
し
以
て
呈
す
）」
詩
（
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
（8
・
①
ｂ
『
未

定
小
稿
』
1
・
②
ｇ
『
鄙
稿
』
其
四
1
）
を
以
て
応
じ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
①
ｂ
『
未
定
小
稿
』
と
い
う
表
題
の
下
に
〈
辛
丑
四
月
以
下
所

作
〉
と
あ
る
の
で
、
広
島
か
ら
帰
っ
て
き
た
後
の
作
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、『
清
狂
吟
稿
』
及
び
『
清
狂
遺
稿
』
に
は
収
録
さ
れ
て

い
な
い
。

表
二
に
記
し
た
よ
う
に
月
性
に
は
虎
山
に
呈
し
た
も
の
と
し
て
他
に
、「
臥
虎
山
歌
贈
阪
井
先
生
（
臥
虎
山
の
歌
坂
井
先
生
に
贈
る
）」

と
い
う
全
三
十
四
句
の
七
言
古
詩
の
大
作
が
あ
る
。
こ
れ
は
泰
平
に
酔
い
し
れ
る
世
相
に
対
し
て
動
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
て
諷
刺
し
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な
が
ら
、
だ
か
ら
こ
そ
虎
山
が
必
要
と
さ
れ
る
の
だ
と
詠
い
あ
げ
る
力
作
で
、
前
掲
の
秋
鷗
村
の
所
有
だ
っ
た
『
翰
墨
因
縁
』
に
も
そ

の
習
作
三
篇
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
も
虎
山
に
認
め
ら
れ
る
べ
く
推
敲
に
推
敲
を
重
ね
な
が
ら
長
篇
詩
に
仕
上
げ
て
い
く
と

い
う
苦
心
の
跡
が
あ
り
あ
り
と
見
て
と
れ
る
。
こ
の
詩
が
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
及
び
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
に
な
い
の
は
、

先
の
坂
井
虎
山
に
対
す
る
次
韻
詩
と
同
じ
よ
う
に
〈
辛
丑
四
月
以
下
所
作
〉
と
記
さ
れ
る
①
ｂ
『
未
定
小
稿
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
広
島
行
き
の
中
で
詠
ま
れ
呈
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
遠
崎
に
戻
っ
て
か
ら
後
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
詩
に
対
し
て
も
虎
山
は
「
次
韵
清
狂
尊
者
見
寄
臥
乕
山
歌
却
呈
（
清
狂
尊
者
の
寄
せ
ら
る
る
臥
虎
山
の
歌
に
次
韻
し
却
呈
す
）」（
②
ａ
『
天

保
古
詩
百
一
鈔
草
稿
』
の
坂
井
虎
山
の
詩
五
首
の
中
の
一
首
）
と
題
す
る
返
詩
を
作
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
出
版
の
『
攝

西
六
家
詩
鈔
』（
巻
六
「
坂
井
虎
山
」
第
八
葉
裏
）
に
も
「
次
韻
月
性
法
侶
見
寄
作
（
月
性
法
侶
の
寄
せ
ら
る
る
作
に
次
韻
す
）」
と
題
を
改
め
て

収
録
さ
れ
て
い
る
。

六

以
上
、
月
性
が
初
め
て
坂
井
虎
山
に
拝
謁
し
た
時
期
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
そ
の
坂
井
虎
山
へ
の
拝
謁
が
天
保
七
年
（
丙
申
一

八
三
六
）、
月
性
二
十
歳
の
時
で
は
な
く
、
天
保
十
二
年
（
辛
丑
一
八
四
一
）、
二
十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
意
味
が

考
え
ら
れ
る
。
月
性
は
こ
れ
よ
り
前
の
天
保
十
年
（
己
亥
一
八
三
九
）
夏
、
豊
前
の
蔵
春
園
、
そ
し
て
佐
賀
の
善
定
寺
で
の
学
び
を
終

え
て
郷
里
遠
崎
に
戻
っ
た
こ
と
で
ひ
と
つ
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
。
つ
ま
り
翌
天
保
十
一
年
（
庚
子
一
八
四
〇
）
十
月
下
旬
に
、
蔵
春

園
時
代
の
五
年
で
作
っ
た
一
千
首
あ
ま
り
と
そ
れ
以
降
の
詩
も
含
め
て
七
十
首
を
選
ん
だ
と
い
う
が
（
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
「
題

舊
稿
後
幷
引
」）、
月
性
は
こ
の
あ
た
り
で
漢
詩
人
と
し
て
の
土
台
を
築
き
上
げ
た
と
い
う
意
識
な
り
、
自
負
な
り
を
持
っ
た
と
み
る
の
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で
あ
る
。
こ
の
自
負
が
次
の
さ
ら
な
る
雄
飛
へ
と
駆
り
立
て
、
翌
天
保
十
二
年
春
の
坂
井
虎
山
の
拝
謁
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ

と
は
、
そ
の
後
の
月
性
の
足
取
り
が
裏
付
け
て
い
よ
う
。

改
め
て
月
性
の
初
め
て
の
広
島
行
き
に
関
わ
る
詩
を
時
系
列
に
眺
め
れ
ば
、
虎
山
へ
の
拝
謁
の
際
に
携
え
て
い
っ
た
の
が
、「
初
謁

虎
山
先
生
賦
呈
（
初
め
て
虎
山
先
生
に
謁
え
賦
し
て
呈
す
）」
詩
で
、
広
島
か
ら
戻
っ
て
そ
の
行
き
帰
り
の
詩
を
ま
と
め
て
虎
山
に
批
評
を

乞
う
た
の
が
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）
に
収
め
る
十
二
首
、
そ
し
て
「
臥
乕
山
歌
贈
坂
井
先
生
（
臥
虎
山
の
歌
坂
井
先
生
に
贈
る
）」
詩
も
帰

郷
後
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
じ
め
に
掲
げ
た
「
晩
春
廿
又
六
日
洋
峩
亭
…
…
」
詩
は
こ
の
詩
題
の
最
後
に
〈
備
遺
忘
（
遺
忘
に

備
う
）〉（『
清
狂
遺
稿
』）
と
か
、〈
備
他
日
遺
忘
（
他
日
の
遺
忘
に
備
う
）〉（
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
）
と
記
す
よ
う
に
そ
の
詩
題
に

広
島
行
き
の
き
っ
か
け
を
記
そ
う
と
し
た
だ
け
の
備
忘
録
に
す
ぎ
ず
、
詩
も
す
で
に
舟
中
で
で
き
上
が
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
内
容
は
と
い
う
と
、
前
述
の
よ
う
に
と
て
も
虎
山
に
呈
す
る
代
物
で
は
な
い
の
で
後
に
月
性
は
こ
れ
は
抜
い
て
見
せ
よ
う
と
は

し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
広
島
行
き
が
気
ま
ま
な
お
遊
び
と
は
別
の
も
っ
と
重
要
な
目
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
己
の
存
在
を
知
ら

し
め
ん
と
す
る
月
性
に
と
っ
て
坂
井
虎
山
へ
の
拝
謁
は
か
な
り
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

注（
1
）「
月
性
『
清
狂
遺
稿
』
考
─
中
島
棕
隠
に
贈
っ
た
詩
を
例
と
し
て
─
」（
京
都
女
子
大
学
人
文
学
会
『
人
文
論
叢
』
第
六
八
号

二
〇
二
〇
年
一

月
）

（
2
）
三
坂
圭
治
監
修
『
維
新
の
先
覚
月
性
の
研
究
』（
月
性
顕
彰
会
刊
行
マ
ツ
ノ
書
店
一
九
七
九
年
五
月
）
所
収
。

（
（
）
海
原
徹
『
月
性
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
二
〇
〇
五
年
九
月
）
所
収
。

（
4
）
秋
元
家
の
家
業
に
つ
い
て
は
、『
大
畠
町
史
』「
Ⅳ
近
世
」「
六
村
々
の
産
業
」「（
二
）
水
産
業
」「
（
遠
崎
浦
の
俵
物
と
下
請
問
屋
」（
大
畠
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町
史
編
纂
委
員
会
山
口
県
玖
珂
郡
大
島
町
大
畠
町
教
育
委
員
会

平
成
四
年
）
第
二
一
四
頁
至
第
二
二
三
頁
を
参
照
。
ま
た
秋
元
家
と
月
性
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
小
川
國
治
氏
の
「
月
性
と
鍵
屋
茂
次
右
衛
門
」（『
山
口
地
方
史
研
究
』
第
一
二
〇
号
二
〇
一
八
年
十
一
月
山
口
県
地
方

史
学
会
）
参
照
。

（
（
）
前
掲
注（
（
）第
二
二
頁
参
照
。
な
お
そ
こ
に
は
秋
元
晩
香
（
稲
彦
）
を
〈
佐
多
郎
〉
と
も
称
し
て
い
る
。

（
6
）
福
岡
県
求
菩
提
資
料
館
（
福
岡
県
豊
前
市
鳥
井
畑
）
に
所
蔵
す
る
蔵
春
園
関
係
資
料
の
中
に
「
入
門
簿
」
が
何
冊
か
あ
る
が
秋
元
晩
香
の
記
載

は
な
い
。

（
（
）『
遠
帆
樓
詩
鈔
』
は
『
遠
帆
樓
詩
集
』
と
も
記
さ
れ
、
第
一
集
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、
第
二
集
（
後
集
）
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
上

梓
。
求
菩
提
資
料
館
に
は
第
二
集
の
草
稿
（「
蔵
春
園
資
料
目
録
」
二
三
八
・
二
三
九
・
二
四
〇
）
及
び
『
遠
帆
樓
詩
集
』
と
記
さ
れ
る
別
の
写

本
（「
蔵
春
園
資
料
目
録
」
二
四
一
）
も
所
蔵
さ
れ
る
。

（
8
）
月
性
も
制
作
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
口
県
立
山
口
博
物
館
所
蔵
の
「
草
稿
」（
整
理
番
号
二
一
二
─
一
三
七
）
に
は
、「
芙
蓉
墻

洋
峨
亭
十

咏
一
」
及
び
「
九
月
十
三
日
夜
洋
峨
亭
即
事
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
二
首
は
月
性
顕
彰
会
が
所
蔵
す
る
（
柳
井
市
大
畠
出
張
所
）
原
稿
用
紙

に
ペ
ン
書
き
の
も
の
も
あ
る
が
何
に
拠
っ
た
か
は
不
明
。

（
9
）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
「
月
性
師
事
蹟
資
料
一
」「
8
豊
前
恒
遠
氏
蔵
月
性
師
事
蹟
志
料
」「（
1
）
醒
窓
遺
稿
抄
」「（
ア
）
洋
峨
亭
記
」（
請

求
番
号
三
一
二
）

（
10
）
こ
れ
ら
二
つ
の
年
譜
よ
り
以
前
の
も
の
と
し
て
は
、
神
根
悊
生
『
明
治
維
新
の
勤
王
僧
』「
六
桂
月
性
」（
昭
和
十
一
年
十
二
月
興
敎
書
院
）

は
〈
月
性
は
天
保
五
六
年
頃
は
京
阪
に
居
り
、
七
年
の
新
年
も
京
都
で
迎
へ
、
晩
春
廣
島
へ
下
り
、
始
め
て
阪
井
虎
山
に
謁
し
、
遠
崎
に
歸
山
し

て
〉
と
あ
り
（
第
一
七
四
頁
）、
布
目
唯
信
『
吉
田
松
陰
と
月
性
と
默
霖
』「
釋
月
性
篇
」（
昭
和
十
七
年
十
二
月
興
敎
書
院
）
も
〈
天
保
七
年
春

に
は
嚴
島
よ
り
廣
島
に
出
で
て
阪
井
虎
山
に
始
め
て
謁
し
〉
と
記
し
て
い
る
（
第
七
三
頁
）。
吉
富
治
一
『
勤
王
僧
月
性
傳
』（
昭
和
十
七
年
六
月
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非
売
品
）
は
〈
月
性
が
初
め
て
坂
井
虎
山
に
會
つ
た
の
は
天
保
八
年
で
彼
の
廿
一
歲
の
時
で
あ
る
〉（
第
十
頁
）
と
記
す
が
拠
る
と
こ
ろ
が
不
明
。

（
11
）
前
掲
注（
1
）参
照
。

（
12
）
耶
馬
溪
風
物
館
（
大
分
県
中
津
市
）
所
蔵
の
⑤
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
末
葉
の
杉
修
道
（
梅
太
郎
）
の
跋
文
に
〈
清
狂
吟
稿
三
冊
留
覧
数
月
、

節
奏
高
峻
、
辞
氣
豪
爽
、
反
復
不
忍
釋
手
。
上
人
将
去
、
余
謀
奪
其
稿
、
藏
諸
篋
笥
、
長
慰
別
離
之
情
。
因
倩
人
録
一
本
以
贈
之
。
丙
辰
（
一
八

五
六
）
四
月
既
望

杉
修
道
誌
〉
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
〈
清
狂
吟
稿
三
冊
〉
と
は
、
吉
田
松
陰
が
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
三
月
一
日
（
※
実

際
は
五
月
十
日
）
に
月
性
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
報
を
聞
い
て
作
っ
た
「
送
清
狂
師
歸
郷
序
」（『
戊
午
幽
室
文
稿
』
上
巻
所
収
昭
和
九
年
十
二

月
山
口
県
教
育
会
編
纂
岩
波
書
店
刊
行
『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
四
巻
第
二
七
頁
参
照
）
に
更
に
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
十
四
日
の
日
附
で

付
記
さ
れ
た
文
の
中
に
〈
清
狂
素
有
詩
名
、
手
定
吟
稿
三
卷
、
藏
諸
家
兄
伯
敎
所
。
清
狂
已
寂
、
同
志
頗
謀
上
梓
、
以
其
多
抵
觸
時
事
、
旋
復
遲

回
、
獨
護
國
論
一
卷
、
梓
行
于
世
〉
と
記
す
〈
手
定
吟
稿
三
卷
〉
と
同
じ
も
の
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

（
1（
）
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
に
掲
載
す
る
広
島
行
き
の
最
初
の
詩
「
放
舟
」
の
題
注
に
も
〈
以
下
批
評
係
坂
井
乕
山
翁
〉
と
あ
れ
ば
、
そ
の
前
の

「
晩
春
念
六
之
暁
、
洋
峩
亭
東
窓
下
春
眠
未
覺
…
…
」
詩
は
坂
井
虎
山
に
は
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
知
れ
る
。

（
14
）
こ
れ
ら
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
遠
崎
（
山
口
県
柳
井
市
遠
崎
）
か
ら
広
島
へ
向
か
う
順
に
記
す
と
丸
石
（
広
島
県
廿
日
市
市
丸
石
）・
厳
島
（
広

島
県
廿
日
市
市
宮
島
町
）・
大
野
（
広
島
県
廿
日
市
市
大
野
）
は
そ
の
所
在
が
確
か
め
ら
れ
る
が
、
餌
浦
（
繪
場
浦
）
に
つ
い
て
は
大
野
と
広
島

の
中
間
あ
た
り
に
位
置
す
る
は
ず
で
あ
る
が
具
体
的
に
は
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
。
洞
口
は
月
性
に
天
保
十
四
年
（
癸
卯
一
八
四
三
）
二
月
、

広
島
へ
向
か
う
時
に
作
っ
た
「
自
洞
口
赴
廣
嶋
舟
中
卽
事
」
が
あ
る
が
、
こ
の
地
名
に
つ
い
て
、
海
原
徹
『
月
性
』
で
は
、〈
洞
口
は
現
・
安
芸

郡
音
戸
町
の
渡と
の

戸こ

を
指
す
ら
し
い
。
今
は
瀬
戸
大
橋
が
架
か
る
早
瀬
ノ
瀬
戸
を
抜
け
、
能
美
島
を
左
手
に
望
む
航
路
を
来
た
も
の
で
あ
る
〉（
第

三
九
頁
）
と
記
す
が
、位
置
的
に
広
島
よ
り
南
東
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
広
島
に
向
か
う
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
り
、ま
た
②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）

及
び
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
の
「
放
舟
」
詩
に
も
〈
晩
来
洞
口
江
上
泊
〉
と
広
島
へ
の
船
旅
で
ま
ず
泊
っ
た
の
が
洞
口
だ
と
詠
ん
で
お
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り
、
詩
の
並
び
か
ら
見
て
、
洞
口
は
丸
石
よ
り
遠
崎
よ
り
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
み
る
。

（
付
記
）
本
稿
は
二
〇
二
〇
年
度
京
都
女
子
大
学
宗
教･

文
化
研
究
所
個
人
研
究
助
成
を
受
け
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
公
益
財
団
法
人
僧
月
性
顕
彰
会
、
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
、
福
岡
県
求
菩
提
資
料
館
、
中
津
市
耶
馬
渓
風
物
館
、
柳
井
市
長
命
寺
住
職

川
端
勝
教
氏
、
僧
月
性
顕
彰
会
西
原
光
治
氏
・
森
本
政
彦
氏
、
柳
井
市
立
大
畠
図
書
館
次
長
室
田
和
範
氏
、
柳
井
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
指
導

員
松
島
幸
夫
氏
、
恒
遠
俊
輔
氏
、
秋
元
肇
氏
、
秋
元
博
氏
、
月
性
展
示
館
の
中
原
富
喜
江
氏
に
は
格
別
の
配
慮
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
謝
意
を

表
す
る
。

　
　
　

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　
　
　
　
　

月
性

坂
井
虎
山

清
狂
遺
稿

遠
崎

広
島




